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明
石
支
部
研
究
会
に
15
人
参
加

新
型
コ
ロ
ナ
支
援
金
申
請
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

明
石
支
部
は
２
月
６
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
の
支
援
金
申
請
の
期
限
（
2
月
28
日
）

が
迫
る
な
か
、
松
田
力
税
理
士
・
社
会
保
険
労
務
士

を
講
師
に
研
究
会
を
開
催
し
15
人
（
う
ちZ

o
o
m

９
人
）

が
参
加
し
た
。
１
月
例
会
で
「
手
続
き
の
煩
雑
さ
か

ら
申
請
を
あ
き
ら
め
て
い
る
先
生
が
多
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
急
遽

企
画
し
た
も
の
。
無
床
診
療
所
で
上
限
１
０
０
万
円

の
第
２
次
補
正
予
算

の
支
援
金
申
請
の
具

体
的
な
手
続
き
方
法

と
、
事
後
の
実
績
報

告
書
の
記
載
方
法
を

丁
寧
に
解
説
し
た
。

ま
た
、
最
新
情
報

の
第
３
次
補
正
予
算

の
追
加
支
援
に
つ
い

て
も
述
べ
た
。
２
０

２
０
年
12
月
15
日
か

ら
２
０
２
１
年
3
月

31
日
ま
で
の
対
象
経

費
に
対
し
無
床
診
療

所
で
上
限
25
万
円
、

発
熱
等
診
療
・
検
査
医
療
機
関
で
１
０
０
万
円
上
限

等
と
な
っ
て
い
る
が
申
請
期
間
が
短
い
た
め
、
間
に

合
わ
な
か
っ
た
医
療
機
関
に
対
し
て
は
４
月
以
降
に

同
様
の
支
援
が
行
わ
れ
る
予
定
。
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投稿歓迎！

新型コロナウイルス感染症関連給付金等の課税について（消費税はいずれも不課税）

給付金等の種類 所得税・法人税等 計上の時期

新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金 非課税 不要

特別定額給付金 非課税 不要

持続化給付金 課税 決定通知が届いた日または

入金日のいずれか早い日家賃支援給付金 課税

雇用調整助成金 課税
休業日の属する年

小学校休業時対応助成金 課税

医療機関・薬局等における

感染拡大防止防止等支援事業
課税

費用支出した対象月の

属する年

※詳しくは、2/15付兵庫保険医新聞、協会税務経営担当事務局℡（078）393-1807まで

講師の松田力税理士（写真左）が質問にも丁寧に回答した

協会税務経営担当事務局℡（078）393-1807まで
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明
石
市
・
永
本
医
院

永
本

浩

12
月
19
日
に
明
石
支
部
研
究
会
を
開
催
し
、
耳
鼻
科

の
永
本
医
院
・
永
本
浩
先
生
に
味
覚
障
害
、
嗅
覚
障

害
に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。
内
容
の
要
点
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

体
内
（
口
腔
）
に
取
り
込
ん
だ
時
の
化
学
感
覚
が
味

覚
で
、
こ
れ
を
近
接
化
学
感
覚
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し

て
、
嗅
覚
は
遠
隔
化
学
感
覚
と
呼
ぶ
。
味
覚
と
嗅
覚
の

統
合
し
た
も
の
を
風
味
（f

l
a
v
o
r

）
と
言
う
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
は
風
味
障
害
と
も
言
え
る
。

味
覚
に
つ
い
て

現
在
、
①
甘
味
、
②
旨
味
、
③
苦
味
、
④
塩
味
、
⑤

酸
味
、
の
５
種
あ
る
が
、
甘
味
は
糖
質
、
旨
味
は
ア
ミ

ノ
酸
、
苦
味
は
毒
物
、
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
に
対
す
る
感
覚

で
塩
味
は
酸
・
塩
基
平
衡
、
酸
味
は
腐
敗
物
に
対
す
る

感
覚
と
考
え
て
よ
い
。

舌
は
元
々
「
毒
味
役
」
と
し
て
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

人
間
の
舌
は
美
食
・
食
道
楽
と
い
う
快
感
に
直
結
し
た

グ
ル
メ
舌
に
進
化
し
た
。

味
覚
は
舌
前
３
分
の
２
で
顔
面
神
経
の
枝
、
鼓
索
神

経
、
舌
後
方
３
分
の
１
は
舌
咽
頭
神
経
、
更
に
咽
頭
で

は
迷
走
神
経
の
支
配
で
、
す
べ
て
１
次
中
枢
延
髄
、
弧

束
核
へ
集
ま
る
。
更
に
視
床
を
通
り
、
大
脳
皮
質
を
経

て
前
頭
葉
眼
窩
面
皮
質
へ
投
射
す
る
。

味
覚
障
害
は
日
常
診
で
は
化
学
味
覚
テ
ス
ト
、
砂
糖
・

塩
・
酢
・
苦
い
胃
薬
・
化
学
調
味
料
に
て
検
査
す
る
。

電
気
味
覚
テ
ス
ト
は
舌
の
左
右
差
を
微
弱
電
流
を
通
し

て
比
較
す
る
。
血
中
の
亜
鉛
欠
乏
に
よ
る
味
覚
障
害

（
症
候
性
も
あ
る
）
、
成
人
で
血
中
80
㎍/

㎗
。
テ
ト

ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
抗
生
剤
、
抗
リ
ウ
マ
チ
剤
、
降
圧
剤

投
与
等
に
よ
る
味
覚
障
害
も
あ
る
。
内
服
で
亜
鉛
製
剤
、

Wilson

病
治
療
薬
も
あ
る
が
、
ま
ず
牡
蠣
等
の
魚
介
類
、

ク
ル
ミ
等
の
ナ
ッ
ツ
類
投
与
を
す
す
め
る
。

嗅
覚
に
つ
い
て

遠
隔
化
学
感
覚
で
あ
る
嗅
覚
は
、
地
球
に
生
命
が
誕

生
し
た
30
億
年
前
か
ら
存
在
す
る
原
始
的
感
覚
で
あ
る
。

視
覚
と
異
な
り
、
嗅
覚
は
昼
夜
を
問
わ
ず
情
報
が
小
さ

な
隙
間
に
も
入
り
込
め
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
い
つ
で

も
餌
や
敵
、
仲
間
の
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
重
要

な
感
覚
で
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て
は
視
覚
か
ら
の
情
報

が
大
き
い
が
、
嗅
覚
は
餌
、
敵
味
方
の
情
報
を
知
ら
せ

る
重
要
な
感
覚
で
あ
る
。

人
間
の
嗅
覚
は
鼻
腔
最
上
部
の
嗅
上
皮
で
受
容
さ
れ
、

視
板
孔
を
通
っ
て
第
一
脳
神
経
嗅
球
を
通
り
、
交
叉
せ

ず
視
床
も
通
ら
な
い
。
側
頭
葉
へ
投
射
さ
れ
る
。

日
常
外
来
で
行
う
嗅
覚
検
査
は
ア
リ
ナ
ミ
ン
を
静
注

す
る
。
静
脈
性
嗅
覚
テ
ス
ト
で
あ
る
。
20
秒
以
上
ニ
ン

ニ
ク
臭
を
訴
え
た
ら
正
常
。
味
覚
は
た
っ
た
５
種
だ
け

で
あ
る
が
、
嗅
覚
はh

o
m
o

s
a
p
i
e
n
s

で
は
退
化
傾
向
に

あ
る
が
、
受
容
体
が
一
千
種
類
（
活
動
し
て
い
る
の
は

4
0
0

）
あ
り
、
組
合
せ
に
よ
っ
て
臭
い
の
違
い
が
判
断

さ
れ
る
。
遺
伝
子
の
数
が
極
め
て
多
い
。
人
間
以
外
の

哺
乳
類
に
と
っ
て
は
嗅
覚
は
最
も
重
要
な
感
覚
で
あ
る

か
ら
、
組
合
せ
の
違
い
に
よ
っ
て
数
万
種
類
の
臭
い
を

嗅
ぎ
分
け
ら
れ
る
。
草
食
動
物
ア
フ
リ
カ
象
が
最
も
多

い
。治

療
は
ス
テ
ロ
イ
ド
（
リ
ン
デ
ロ
ン
）
や
ボ
ス
ミ
ン

の
縣
重
頭
位
に
よ
る
点
鼻
、
ビ
タ
ミ
ン
12
、
当
帰
芍
薬

散
の
投
与
等
あ
る
が
効
果
は
十
分
で
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
ウ
ィ
ル
ス
は
、
鼻

腔
のA

C
E
2

セ
レ
プ
タ
ー
に
感
染
し
嗅
覚
を
失
う
。
結
果

的
に
味
覚
も
異
常
と
な
る
。
通
常
一
過
性
で
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
２
～
３
割
に
起
こ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

明
石
支
部
研
究
会

「
味
覚
・
嗅
覚
障
害
に
つ
い
て
」

（参考）

味覚と嗅覚の

伝導路


